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ASTRO-H搭載硬X線望遠鏡（HXT）用光線追跡シミュレータの現状と
改良
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我々の研究室では次期 X線天文衛星 ASTRO-Hに搭載する硬 X線望遠鏡 (HXT)の開発を行っている。HXT
とは、多重薄板型のX線望遠鏡で 1278枚の反射鏡で構成されており、今年 4月に偉大目が完成した。ASTRO-H
には、二台搭載する予定となっている。
現在、この望遠鏡の性能評価、応答関数の構築のために開発している硬X線望遠鏡用光線追跡シミュレータの開
発を行っている。シミュレータにはGeant4を使用しているが、Geant4にはX線の反射が実装されていないため、
反射率テーブルの読み込みにより、反射を再現している。また、先行研究においては高輝度放射光施設 SPring-8
で測定して得られた、個々の反射鏡の形状による像の広がり、結像位置のずれも取り込まれていた。
しかし、フライト品には 1278枚もの反射鏡があり、個々の形状をすべて測定することは現実的ではない。そこ
で、本研究では、一度に複数の反射鏡にビームを当てることによって得られるデータから反射鏡の形状を取得し、
シミュレータに入力するように改良したうえでシミュレーションと測定データの比較を行った。


